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は、特殊な地形や希少な植生分布など豊かな自然が育まれ、古くから山
岳信仰の霊場として栄えました。三徳山は、明治37年、三徳山三
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彫刻・工芸品等６件が国宝に指定され、その後、昭和９年、三徳山が名勝及び史
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が名勝にそれぞれ指定されました。平成26年には大
だい

山
せん
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き

国立公園にも編入され、平成27年には日本遺産に認定されました。
　三朝町では、平成14年度から世界遺産登録運動に取り組み、平成19年度文化審
議会文化財分科会世界文化遺産特別委員会の審査結果「顕著な普遍的価値の証明
が不十分」、「比較研究を進め、適切な主題設定や資産構成について検討」との指
摘を受け、さらに三徳山歴史遺産調査を継続実施してきました。
　今回の調査報告書は、三徳山三佛寺奥

おくのいん

院 投
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入
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どう

の修理棟札に記されている南
なん

座
ざ

（神
かんの

倉
くら

地内）の調査であり、遺物がほとんどなく、遺構の特定と価値付けにた
いへん苦慮する遺構調査であったと考えます。神倉 冠

かんむり

巌
いわ

周辺の踏査に始まり、
平成26年度からは三徳山南座（名勝及び史跡三徳山と名勝小鹿渓との間の地域）
の遺構調査に取り組み、ようやく、調査成果をまとめることができました。
　世界遺産としての価値はもとより、日本遺産の文化財的価値の向上に、引き続
き努めてまいりたいと存じます。
　三徳山は、地域の人びとの厚い信仰とたゆまぬ努力によって、千年以上にわた
り自然・文化が守られてきました。現代に生きる私たちもまた、三徳山の文化的
価値と自然環境をよく理解し、その姿を後世へと伝えていかなければなりません。
　これまで、ご指導、ご助言いただきました文化庁、鳥取県をはじめ、調査に協
力いただいた土地所有者の皆様、地域の皆様に衷心より厚く感謝申し上げます。

　　令和７年３月

三朝町教育委員会
教育長　西 田 寛 司

序



１　本書は、国・鳥取県の補助を受けて三朝町教育委員会が実施した平成26年度～令和６年度
遺跡発掘調査等事業（鳥取県補助事業名：三徳山重要遺跡緊急発掘調査事業）の報告書である。
２　調査地は、鳥取県東伯郡三朝町大字神

かんの

倉
くら

字後
うし

ロ
ろ

山
やま

1175番地付近に所在する土地である。
３　本書中、三

さん

佛
ぶつ

寺
じ

の漢字表記について、原則として宗教法人登記に基づくが、文化財名称に
ついて指定書及び告示等の表記に基づき「三仏寺」を用いている箇所がある。
４　本書中、組織名及び役職名は特記しない限り当時のものであり、現在は異なる場合がある。
５　本書中、「図１　名勝及び史跡三徳山の位置」には国土地理院発行の「数値地図50000（地
図画像）」の複製「三朝町全図」（平24情複、第199号）を使用した。
６　事業の実施にあたっては、鳥取県地域社会振興部文化財局とっとり弥生の王国推進課、鳥
取県埋蔵文化財センターの御指導、御協力を得た。
７　事業の測量については、アサヒコンサルタント株式会社、鳥取県埋蔵文化財センター及び
立命館大学の協力を得た。
８　調査に伴う資料等は三朝町教育委員会で保管している。
９　本書は、１章は河中丈正が、２～６章は山本義孝が執筆した。
10　調査に当たり、多くの関係者等から御協力をいただいた。
　　明記し深謝する。（順不同・敬称略）
　　　　神倉区　　小鹿地域協議会
　　　　文化庁
　　　　鳥取県　鳥取県埋蔵文化財センター
　　　　宗教法人三佛寺
　　　　岡寺　良（立命館大学　准教授）
　　　　眞田廣幸（三朝町文化財保護調査委員会）
　　　　政門利昭

１　方位及び座標値は世界測地系平面直角座標系Ⅴによる。
２　レベルは海抜標高である。
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